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５
月
29
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
東
村

山
市
国
際
友
好
協
会
の
総
会
が
多
く

の
来
賓
と
会
員
が
参
加
し
て
、
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
渡
部
尚
市
長

（
当
協
会
名
誉
会
長
）、
肥
沼
茂
男
市

議
会
議
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

市
長
は
「
次
代
を
担
う
日
米
の
若

者
が
お
互
い
の
文
化
を
知
り
、
素
晴

ら
し
い
体
験
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
米
国
大
統
領
が
初
め
て
広
島
を

訪
問
し
核
の
廃
絶
と
世
界
平
和
を
訴

え
た
が
、
当
協
会
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
市
と
の
地
道
な
活
動
が
両
国

の
友
好
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

本
年
も
理
想
を
胸
に
、
熊
木
元
市
長

が
提
唱
し
た
人
と
人
の
交
流
を
益
々

発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
岩
瀬
会
長
は
昨
年
６
月
の
イ
市

学
生
訪
問
団
の
素
晴
ら
し
い
滞
在
や

８
月
の
当
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
学

生
訪
問
団
が
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た

事
を
報
告
。

ま
た
、
昨
今
の
憂
慮
す
べ
き
こ
と

と
し
て
会
員
の
減
少
に
触
れ
、「
地

道
な
活
動
に
よ
り
会
員
の
拡
充
に
努

力
し
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

来
賓
の
紹
介

の
後
、
議
事
に

入
り
Ｈ
27
年
度

の
事
業
報
告
と

会
計
決
算
及
び

監
査
報
告
、
Ｈ
28
年
度
の
事
業
計
画

案
及
び
会
計
予
算
案
が
審
議
の
上
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
総
会
後
、

大
野
顧
問
の
乾
杯
に
て
懇
親
会
が
和

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
23
日
㈯
に
行
わ
れ
た
Ｈ
28
年

度
東
村
山
市
市
民
功
労
表
彰
式
に
て

当
協
会
の
野
村
裕
美
子
氏
が
公
益
分

野
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
野
村
さ
ん

は
、
永
年
に
わ
た
り
当
協
会
の
い
く

つ
か
の
正
・
副
委
員
長
を
歴
任
し
、

イ
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
に
積
極
的

に
貢
献
し
ま
し
た
。
現
在
は
会
計
理

事
（
四
役
）
と
し
て
協
会
運
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

総
会
後
の
懇
親
会
に
て
野
村
さ
ん

に
当
協
会
よ
り
花
束
を
贈
呈
し
、
会

員
皆
で
祝
意
を
表
し
ま
し
た
。

役
員
相
互
の
連
携
を
密
に

副
会
長
　
折
笠
　
広
樹
　

私
は
か
つ
て
、
派
遣
や
英
会
話

な
ど
い
く
つ
か
の
委
員
会
に
所
属

し
、
委
員
長
、
副
会
長
な
ど
を
歴
任

し
、
ま
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
Ｈ

Ｆ
）
も
５
回
ほ
ど
経
験
し
た
こ
と
か

ら
、
本
協
会
の
趣
旨
目
的
は
そ
れ
な

り
に
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
い
ま

す
。３

年
前
役
員
に
復
帰
し
た
と
き
、

英
会
話
講
座
の
縮
小
、
派
遣
生
や
Ｈ

Ｆ
の
応
募
者
が
定
数
に
満
た
な
い
な

ど
、
状
況
の
変
化
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
の
内
容
は
以
前
と
同
じ

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
方
の
意

見
で
は
、
対
象
と
な
る
学
生
や
市
民

の
興
味
関
心
の
変
化
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
対
象
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

各
委
員
会
の
ご
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
各
事
業
の
事
前
の
情
報
が
遅

く
ま
た
少
な
い
た
め
に
、
他
の
委
員

会
役
員
の
協
力
が
得
に
く
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
全
て
の
事
業
が
役
員
全

員
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
役
員
相
互
の
連
携
を
密

に
し
協
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

英
会
話
ニ
ュ
ー
ス

３
月
９
日
㈬
に
平
成
27
年
度
後
期

閉
講
式
を
行
い
、修
了
者
は
73
名（
受

講
生
90
名
中
）
で
、
皆
勤
賞
は
19
名

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
前
期
開
講
式
は
４
月

６
日
㈬
に
受
講
生
１
０
６
名
（
内
学

生
１
名
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
ベ
テ
ラ
ン
の
ゴ
ー
ド
ン
・
ホ
ワ
イ

ト
先
生
（
英
）、
ベ
ネ
ッ
サ
・
コ
ー

リ
ー
先
生
（
豪
）
が
引
き
続
き
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

皆
様
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
会
話
に
慣

れ
、
国
際
交
流
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
10
月
開
講
の

後
期
講
座
の
詳
細
は
９
月
１
日
付
市

報
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

1．収　入� （単位：予算は千円、決算は円）
項　　　目 28年度予算額 27年度決算額

会 費 1,600 1,384,000
英 会 話 講 座 収 入 2,496 2,658,000
バ ザ ー 事 業 収 入 200 218,510
補 助 金 470 470,000
学 生 交 流 納 入 金 0 0
寄 付 金 0 0
繰 入 金 0 587,692
繰 越 金 2,136 1,914,333
雑 収 入 0 5,485

合　　　計 6,902 7,238,020

2．支　出
項　　　目 28年度予算額 27年度決算額

会 議 費 50 15,847
消 耗 品 費 60 39,435
印 刷 費 50 122,990
渉 外 費 100 63,404
翻 訳 費 0 0
通 信 費 50 42,137
使 用 料 50 23,850
委 託 料 0 0
備 品 費 50 0
親善訪問団派遣費 1,135 998,656
学 生 受 入 費 1,120 961,373
訪 問 者 受 入 費 0 0
教 育 交 流 費 0 0
バ ザ ー 費 200 183,986
英 会 話 講 座 費 1,460 1,322,532
イ 市 行 事 協 力 費 0 0
日本庭園造園協力費 10 0
広 報 宣 伝 費 876 730,125
研 修 費 0 0
会 員 交 流 費 250 204,078
会 員 拡 充 費 120
ホームページ管理費 130 126,540
諸 支 出 金 200 203,302
積 立 金 0 0
繰 出 金 0 0
予 備 費 991 63,400

合　　　計 6,902 5,101,655

平成28年度予算と平成27年度決算 平成28年度事業計画
☆英会話講座の開講
　前期４月～9月・後期10月～3月
☆イ市“学生訪問団”受入事業
　6月10日（金）から24日（金）
☆“親善訪問派遣団”派遣事業
　8月5日（金）から20日（土）
☆広報紙「人と人」の発行
　7月、11月（全戸配布）、3月
☆市民産業まつりに参加
　（バザー出店）11月
☆役員・委員会委員研修の実施
　10月
＜以下は年間を通じて＞
☆会員（正会員・賛助会員）の拡充
☆会員交流事業
☆姉妹校への協力
☆親善訪問派遣団（学生）OB・OG会事業
☆姉妹都市提携40周年記念事業
☆姉妹都市及び諸外国からの訪問団受入
☆国際交流団体連絡協議会事業への参加
☆災害ボランティアの派遣

平
成
28
年
度
総
会
開
く

市
民
功
労
表
彰
お
め
で
と
う

「
人
と
人
」
の
交
流
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て

日時 内容 場所
3月 30日 水 結団・オリエンテーション 市民センター
4月 25日 月 第1回研修会 市民センター

5月
14日・
15日

土～
日 第2回研修会（宿泊研修） 高尾の森

20日 金 英会話レッスン① 市民センター

6月

11日 土 Welcome�Party 市民センター
17日 金 交流会 久米川ボウル
20日 月 第3回研修会 市民センター
24日 金 英会話レッスン② 市民センター
10日～
24日

金～
金 イ市より来市

7月 22日 金 英会話レッスン③
23日 土 第4回研修会（保護者同伴） 市民センター

8月
5日 金 壮行会/イ市出発 市民センター
20日 土 帰国
29日 月 帰国報告会 市民センター

9月 26日 月 意見交換会：派遣団・委員との交流会 市民センター

1 今井　あかね 大3 諏訪町
2 内野　祥宏 大2 本町
3 尾嵜　凛菜 大1 野口町
4 加藤　美樹 大1 美住町
5 椎谷　日菜 大２ 富士見町

6 中原　安彩 大2 恩多町
7 花岡　真亜珠 高2 野口町
8 早野　佳奈 高１ 富士見町
9 平野　李佳 大1 萩山町
10 宮崎　奏 高2 廻田町

引率 福留　美樹子 萩山町

出発が待ち遠しいネ‼

第33回インディペンデンス市親善訪問派遣団員

派遣生日程表

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　

Ｈ
28
年
度
の
会
費
は
会
員
拡

充
委
員
が
、
７
月
下
旬
よ
り
お

預
り
に
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の

際
、
広
報
紙
と
粗
品
を
お
届
け

し
ま
す
。
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今
年
の
イ
市
か
ら
の
学
生
訪
問

団
員
の
引
率
者
は
、
14
年
前
に
学

生
訪
問
団
員
と
し
て
来
市
し
た
方

で
す
。
こ
の
よ
う
に
姉
妹
都
市
交

流
の
輪
が
少
し
ず
つ
、
世
代
を
つ

な
い
で
き
て
い
る
の
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。

　
今
回
の
訪
問
学
生
た
ち
に
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
も
の
を
次
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

☆
日
本
食
で
お
気
に
入
り
は
？

一
位　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

二
位　

す
し

三
位　

天
ぷ
ら
、
ラ
ー
メ
ン

☆
驚
い
た
こ
と
は
？

❖
起
震
車
体
験
❖
皆
が
お
互
い
を

気
に
か
け
、
常
に
歓
迎
し
て
く
れ

る
❖
巨
大
な
観
覧
車
❖
合
気
道
体

験
❖
美
し
い
富
士
山
❖
回
転
寿
司

❖
建
物
が
密
集
し
て
い
る

☆
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

❖
猫
カ
フ
ェ
❖
今
ま
で
食
べ
た
こ

と
の
な
い
食
べ
物
を
食
べ
た
❖
富

士
山
❖
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
❖
消

防
署
訪
問
❖
神
社
や
お
寺
❖
牛
タ

ン
を
食
べ
た
❖
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
話
し
た
こ
と

☆
５
年
後
に
は
何
を
し
て
い
る
？

❖
夫
と
家
庭
を
作
り
、
世
界
へ
旅

行
す
る
（
メ
ー
ガ
ン
）
❖
良
い
仕

事
に
就
く
（
イ
ー
サ
ン
）
❖
仕

事
で
成
功
を
収
め
て
お
金
を
稼

ぎ
、
セ
レ
ブ
な
人
た
ち
と
付
き
合

い
、
豪
華
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ボ

ー
イ
フ
レ
ン
ド
と
住
み
、
ラ
ン
ボ

ル
ギ
ー
ニ
を
運
転
す
る
（
ミ
ケ
イ

ラ
）
❖
大
学
の
看
護
学
部
で
勉

強
し
、
在
学
中
に
留
学
す
る
（
カ

ー
ラ
）
❖
財
政
的
に
安
定
し
、
日

本
に
別
荘
を
持
つ
（
ゼ
ビ
オ
ン
）

❖
ア
ー
ト
系
の
大
学
で
写
真
の

学
位
を
取
り
、
教
え
る
（
ハ
ン

ナ
）
❖
大
学
を
卒
業
し
、
地
元
の

バ
ン
ド
で
ベ
ー
ス
や
ギ
タ
ー
を
演

奏
す
る
（
マ
ク
レ
ン
）
❖
大
学
を

卒
業
し
て
世
界
を
旅
行
す
る
（
シ

ャ
ノ
ン
）
❖
き
ち
ん
と
し
た
生
活

を
し
て
、
世
界
を
旅
行
し
、
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
（
マ
イ
ケ
ル
）
❖

大
学
に
入
る
か
日
本
で
勉
強
す
る

（
ザ
ッ
カ
リ
ー
）

編
集
後
記

お
知
ら
せ

四
月
中
旬
に
、
熊
本
県
・
大

分
県
で
大
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
私
た
ち
も
首
都
圏
直
下
型

地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

総
会
も
終
わ
り
、
各
委
員
会

の
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
イ
市
学
生
訪
問
団
の
写

真
・
動
画
は
Ｈ
ｐ
で
ご
覧
頂
け

ま
す
。
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あ
の
人
は
い
ま林

　
智
弘

第
18
回
派
遣
団
員
と
し
て
96
年
夏
イ

市
に
滞
在
し
た
際
は
、
毎
日
が
新
鮮
で

人
々
の
表
情
や
些
細
な
事
柄
一
つ
一
つ

ま
で
も
今
も
新
鮮
な
映
像
で
覚
え
て
い

ま
す
。

私
達
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
過
ご
せ
た
の

は
、
社
会
人
経
験
を
経
て
実
感
し
ま
す

が
、
単
純
に
『
イ
市
が
楽
し
い
と
こ
ろ
』

だ
か
ら
で
は
な
く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
は
じ
め
イ
市
の
人
々
が
心
と
時
間
を

費
や
し
温
か
く
『
お
も
て
な
し
』
を
し
て

く
れ
た
か
ら
。

そ
し
て
、
引
率
の
方
や
派
遣
団
の
メ

ン
バ
ー
が
い
た
か
ら
。
当
時
の
私
は
高
校

時
代
の
苦
い
挫
折
経
験
か
ら
立
ち
直
り

つ
つ
あ
り
、
こ
の
貴
重
な
時
期
に
人
と
人

と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
・
喜
び
を
知
り
、

内
向
き
に
な
っ
て
い
た
性
格
を
１
８
０

度
変
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
派
遣
団
の
活

動
を
き
っ
か
け
に
現
在
も
続
く
地
元
友

達
も
増
え
、
地
域
愛
も
生
ま
れ
た
。

年
月
が
流
れ
、
私
は
就
職
、
結
婚
し
、

７
歳
と
５
歳
の
息
子
達
の
父
と
な
り
ま

し
た
。
母
を
病
気
で
失
う
不
幸
も
経
験
し

た
。
で
も
支
え
て
く
れ
る
人
々
が
い
て
乗

り
越
え
ら
れ
た
。
今
度
は
自
分
も
誰
か
を

支
え
る
番
で
す
。

年
月
と
い
え
ば
、
技
術
革
新
や
人
と

人
の
距
離
の
短
縮
に
は
驚
き
で
す
。
当
時

外
国
語
の
発
音
に
触
れ
る
機
会
は
映
画
・

洋
楽
・
ラ
ジ
オ
講
座
程
度
で
、
西
武
線
で

も
英
語
の
放
送
な
ん
て
な
い
。
懸
命
に
練

習
し
て
や
っ
と
怪
し
げ
な
発
音
を
し
て

い
た
。
今
や
ネ
ッ
ト
で
外
国
の
友
達
と
Ｔ

Ｖ
電
話
。
テ
キ
ス
ト
翻
訳
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ば
り
に
英
語
が
達
者
な
中
学
生
が
い
る
。

日
常
の
中
に
沢
山
の
海
外
出
身
者
。
こ
の

状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
若
い
世
代

が
羨
ま
し
い
。

一
方
で
未
だ
兄
弟
で
な
い
国
も
存
在

し
不
安
も
無
い
訳
で
は
な
い
で
す
が
、
息

子
達
の
時
代
に
人
と
人
の
交
流
は
ど
う

発
展
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

◇
人
事
異
動
（
市
民
部
関
係
）

　

市
民
部
長
に
大
西
岳
宏
氏
、

市
民
部
次
長
に
肥
沼
裕
史
氏
、

市
民
相
談
・
交
流
課
長
に
荒
井

知
子
氏
、
多
文
化
共
生
推
進
員

に
梅
澤
香
織
氏
が
着
任
。な
お
、

前
市
民
相
談
・
交
流
課
長
の
屋

代
尚
子
氏
は
情
報
政
策
課
長
へ

転
出
。
前
市
民
部
長
の
原
文
雄

氏
は
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

◇
役
員
・
委
員
研
修
会

　

10
月
13
日
㈭
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
交
流
し
て
い
る
越
谷
国

際
交
流
協
会
と
意
見
交
換
の
予

定
で
す
。

◇
派
遣
生
帰
国
報
告
会

　

８
月
29
日
㈪
19
時
よ
り
市
民

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

蔵の街川越で

回田小　花のアーチで大歓迎 傘の花咲く北山公園

合気道の迫力にびっくり！東村山警察署にて

一服どうぞ　津田塾大で

第32回インディペンデンス市学生訪問団来市
　6月10日(金) ～ 24日(金)の2週間、若いメーガン・パロー
団長以下10名が当市にホームステイしました。日本の景色や
食文化を楽しみ、さまざまな体験をお土産に帰国の途に着き
ました。

エキ
サイティング!

起震車・合気道・富士山…

6月 行　　　事
１０日 金 到着、ウェルカム・セレモニー
１１日 土 ウェルカム・パーティー

１３日 月 市内めぐり（正福寺・北山公園・多摩湖東村山消防署・陶芸工房）、市長表敬訪問
１４日 火 回田小（姉妹校）、二中訪問
１５日 水 ディズニーランド
１６日 木 明治神宮、原宿、ホストファミリー懇談会

１７日 金 所沢、川越観光派遣生との交流会（ボウリング）
２０日 月 奉仕活動（なごみの里）、東村山警察署訪問
２１日 火 日光観光
２２日 水 浴衣着付け体験、津田塾大学訪問
２３日 木 市長主催ブランチ
２４日 金 帰国

№ 氏名 ホストファミリー氏名 町名

引率者
�Megan�Pallo

遠藤幸寛・香 廻田町
メーガン・パロー

1
Ethan�Bird

米本真吾・栄子 青葉町
イーサン・バード

2
Mikayla�Schupback

佐々木啓・治美 秋津町
ミケイラ・シュップバック

3
Karla�Roman

畔上善照・暢子 富士見町
カーラ・ローマン

4
Savion�Wiliams

河瀬順子 恩多町
ゼビオン・ウィリアムズ

5
Hannah�Newberry

小暮正春・美夏 本町
ハンナ・ニューベリー

6
Maclen�Johnson

西岡義雄・富士子 諏訪町
マクレン・ジョンソン

7
Shannon�Kirkman

梶木亮・智子 萩山町
シャノン・カークマン

8
Michael�Mader

森佳彦・貴子 秋津町
マイケル・メーダー

9
Zachary�Bolger

高橋巳代治・京子 廻田町
ザッカリー・ボルジャー

2016訪問学生とホストファミリー

2016訪問学生受入日程


